
運動の期間 :令和 5年 12月 1日 (金)～ 10日 (目 )

○運動の重点
0飲酒運転の根絶

・歩行者の安全確保
。自転車のヘルメット着用 と交通ルール遵守の徹底

● 飲酒運転の根絶

飲酒運転は悪質危険な犯罪です。

「飲酒運転なめた らア・力・ン !」 を合言葉に 「飲酒運転を許 さない環

境」作 りに取 り組みま しょう。

● 歩行者の安全確保

1 横断歩道は歩行者優先です。

横断歩道に近づけば減速 し、横断 しようとする歩行者がいないか確認

の うえ、歩行者がいれば必ず一時停止 しましょう。

2 横断歩道を渡る際には、手を上げて、運転者に対 して横断する意思を

明確に伝え、安全を確認 してから横断 しま しょう。

また、停止 した車両の運転手に会釈をする等、感謝の気持ちを伝 えま

しょう。

● 自転車のヘルメット着用 と交通ルール遵守の徹底

4月 1日 から全ての自転車利用者に対 して、自転車に乗 るときのヘルメ

ッ ト着用が努力義務になっています。

自分の身を守るためにヘルメッ トを被 りましょう。

二人乗 りや並進、右側通行、傘差 し運転、スマー トフォンを使用 しなが

らの運転等危険な運転は絶対にやめましょう。
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令和 6年 1月 11日 (木) 午後 2時から約 1時間

和歌山市毛見 和歌山マリーナシティ第一駐車場

警察官300人及びパ トカ‐などの警察車両による部隊行進や自バイ

練等を行う予定です。
雨天の場合は、中止となります。(小雨決行)

お問い合わせ先 (和歌山県警察本部 教養課 )

073-423-0110(内 線 2727)
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